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第８回子供神輿連合渡御

8月11日（日）、第8回子供神輿連合渡御が、コロナ禍

による中止もあり、5年ぶりに開催されました。富岡八

幡宮前から門前仲町交差点までの永代通りに仮装神輿を

含む52基の子供神輿が集結、七部会（箱崎・新川地区）

からは4基が参加しました。

午前9時、花火の合図で一斉にスタート。豪快な水か

けが行なわれる中、子供たちの元気な「わっしょい」の

声が響き渡りました。

鳥居前や交差点付近では和太鼓が打ち鳴らされ、八幡

様の前に差し掛かったお神輿には、神職による水掛禊祓

（みずかけみそぎはらい）が行われました。

渡御の休憩時間には、お囃子の会や中央区立明正小学

校のブラスバンドによる演奏もあり、11時に終了。炎天

下、参加した子供たちは掛かる水の量に圧倒されながら

も笑顔で楽しみました。

お昼からは、明正小学校の校庭で子供縁日を開催。か

き氷、わたあめ、スーパーボールすくい、ヨーヨー釣り

などが行われ、箱崎の総代と睦会の手伝いは、スイカ割

りを担当しました。本物を使ったスイカ割りが初めてだ

と、子供たちも保護者の方にも大盛況でした。

申し遅れましたが、箱崎三町会の正副町会長会議でご

推挙を頂戴し、本年1月の富岡八幡宮神輿総代連合会の

本部例会において承認を受け、箱崎北新堀町会から3人

目となる総代を拝命いたしました。今後とも微力ではご

ざいますが、箱崎三町会の発展のために尽力してまいり

ますので、引き続き、ご指導を賜りますようよろしくお

願いいたします。

箱崎北新堀町会 神輿総代 宮島雅雄
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箱二・三宮田町会長　嚨清人外務副大臣
中央が山本区長
箱四村松町会長　箱北岩田町会長

合同防災訓練の様子

奥田建蔵氏の
講演

中央区
緊急告知ラジオ

・地震により区のごみ収集がストッ

プすることに備えてごみの出し方を

確認しておく。

・マンションの居住者同士のつなが

りを築いておく。

・災害時の連絡方法（災害伝言ダイ

ヤル等）、情報収集方法（280MHｚ

緊急告知ラジオ、区の緊急速報メー

ル等）を確認しておく。

<2> 管理組合の備えや活動として

・防災組織を立ち上げ、防災計画の

作成、マンション全体の備蓄品や防

災資機材の用意や点検、訓練の実施、

居住者への働きかけ、安否確認体制

の構築等を実施する。

・防災マニュアルを作成し、いざと

いう時に円滑、的確な対応ができる

ように備える。

・マンションでは災害発生時に各居

住者がバラバラに行動していては、

的確な対応ができなくなるため、防

災組織が居住者をまとめ、1つのマ

ンションで統制のとれた対応をおこ

なう。

災害の発生時には近隣の助け合い

が必要であることは、これまでの災

害事例からも明らかです。各家庭で

の備え、マンションの防災組織を中

心とした対応、そしてマンションと

町会をはじめとした地域社会の協力、

これらがうまく機能すれば、災害時

の被害をできるだけ抑え、復旧を円

滑に進めていくことに資するはずで

す。「災害はいつ自分の身に起きて

もおかしくない。」、これを改めて

肝に銘じて、災害に備えて今できる

ことはすぐに実行に移すようにしま

しょう。

箱崎北新堀町会 岡本 理

三町会合同防災訓練開催

元旦に発生した能登半島地震は、

私たちに「災害はいつ起きてもおか

しくない。」ということを改めて肝

に銘じさせる出来事でした。被災地

の甚大な被害、長期化する避難生活

の様子等を報道で知るにつれ、これ

らを他人事ではなく、わが身に置き

換えて考えられた方も多いことと思

います。このように防災意識が高

まっているタイミングで、今年の三

町会合同の防災訓練が2月18日に実

施されました。

今回の防災訓練はいつもと趣を変

えて、箱崎公園での屋外訓練ではな

く、マンション地震対応支援協会の

奥田建蔵氏によるマンション防災に

関する講演会という形で実施しまし

た。わが町を大地震が襲った場合、

私たちがどのような行動をとるべき

なのか、どのような備えをしておく

べきなのかを、箱崎町内にお住いの

方の多くがマンション居住者である

ということをベースに今一度見直し

てみましょう、というのが今回の防

災訓練の趣旨です。

マンションの場合、居住者自らの

備えや行動、管理組合としての備え

や活動の2つの側面での防災活動が

必要となります。

<1> 各居住者自身の備えや行動とし

て

・日ごろから家具の転倒やガラスの

飛散防止策を講じる。

・水、食料、簡易トイレは家族の人

数分を最低でも3日間、出来れば1週

間分を備蓄する。

・地震発生時にはエレベーターを使

用しない、トイレ・お風呂等の排水

を使用しない。

隅田川河畔ビール祭り

隅田川、と聞くとなんともノスタ

ルジックな感傷が湧いてくる。風に

吹かれていると何やら江戸時代から

の人々の声が入り混じっているよう

な錯覚に陥る。江戸時代には武家地

として、又、明治維新以降は、商工

業地となって、人々の生活や美しい

景観を育んできた隅田川、だからこ

そそこになんとも言えぬ詩情が生ま

れてくる。又、永代橋は、江戸時代

の木造橋から、関東大震災後の帝都

復興によって架け替えられ、日本橋

川の最下流には豊海橋がある。ブ

ルーのイルミネーションに彩られた

流線型の永代橋、そしてフィーレン

デールの豊海橋はなんともレトロな

感傷を煽る。

先日の、箱崎町北新堀、箱崎二・

三、また箱四の各町会が合同で主催

するビール祭りは、暮れなずんで行

く永代橋や豊海橋が徐々にイルミ

ネーションに彩られて行く中、川面

に夕燈の揺れる隅田川に沿って開催

された。そこでは、周辺の企業や町

の方々がそれぞれのテーブルで、浴

衣を始め、思い思いの服装で夜風と

会話を楽しみ、中ほどのステージで

は歌や踊りのイベントが開かれ、

人々が河辺に集う楽しさを心から満

喫していた。ある外国人が私に語っ

てくれたことがある。それは、日本

橋と隅田川に挟まれ、光と爽やかな

風の吹き渡るこの地域こそ、これか

らの町として無尽蔵の可能性を持っ

た町であり、都心にあっては掛け替

えのない土地と思えるとの事だった。

今回のビール祭りは、まさにその

一端を感じ取ることができた貴重な

ひと時でした。

中央区長 山本泰人
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フットサル試合開始前

ザ・男の料理

ハーラウ・オ・ククナオカラー
の皆さんによるダンス

BBQ大会と同時開催の
隅田川の夜景をバックに 手作り鯉のぼりイベント

☆第二試合 北新堀町会対箱二三

町会

頭脳プレイを信条とする我が箱

二三町会は、北新堀町会に休みを

与えず試合開始を早める作戦を決

行。この作戦が足に効いたのか、

体力が消耗し、持ち味のパワープ

レイが影をひそめる。箱二三町会

は、日頃の宮田町会長の献身的な

町会活動もあり、町会に加盟して

いる企業様からフットサル経験者

をスカウトし参加。このフットサ

ル経験者と古くからの町会メン

バーが上手く融合し、最終的には

箱二三町会勝利。

☆決勝戦 箱四町会対箱二三町会

勝った方が優勝と大一番となり

ました。

このレベルのフットサル大会に

は珍しくパス回しが頻繁に起こり、

決勝戦にふさわしい白熱した一戦

となりました。結果は宮田会長の

有効なスカウト活動が功を奏し、

今後の町活動にも有望なフットサ

ル経験者の活躍もあって箱二三町

会の優勝という形で閉幕しました。

午後は待ちに待ったBBQ大会です。

町会の皆様方にも多数の申し込み

を頂きました。

今回の目玉は、箱崎が生んだ名

店・関口オーナーが経営する自家

焙煎珈琲店・カフェカルモの出店。

朝日製菓・竹田さんが選びに選び

ぬいた食材の数々、ならびに唐揚

などの惣菜。キッチンめめたおる

のオーナー白石さんによる調理指

導。そして、達人眞野総代ならび

に岩田総代の同級生コンビを含む

神輿総代のチームプレイによる焼

きそばでした。

今回のBBQの目的のひとつに、こ

こ数年は睦会メンバーが調理する

機会が減っているので、睦会メン

バー全員が交代で調理して参加者

をもてなすことがあります。その

先陣を切って総代メンバーが大活

躍されたのです。続いて睦会のメ

ンバーも交代で調理し、その結束

力を高めた次第です。

BBQ大会と言うと、焼肉、焼きそ

ばなどのイメージが湧きますが、

おにぎりやチャーハン、サンド

ウィッチ、豚汁等、参加者のお口

に合うよう各種提供させて頂きま

した。おかげ様で全て完食となり

ました。

ことのほか女性の方の参加が多

かったのですが、女性向けの料理

が少なかった気はします。次回、

商品開発にもっと力を入れ、ス

イーツ？等の趣向を凝らして楽し

いBBQ大会を目指したいと思います。

最後になりますが、このイベン

トにご参加頂きました皆様、村松

町会長、宮田町会長、岩田町会長、

竹内睦会会長をはじめ、スポーツ

＆BBQ大会開催にご尽力頂きました

各町会の皆様、箱崎睦会のメン

バーの皆様、この場をお借り致し

まして深く御礼申し上げます。

箱崎睦会 副会長 永富啓三郎

スポーツ＆BBQ大会

日頃から箱崎睦会の活動にご理解

ならびにご尽力を賜り、誠にありが

とうございます。

さて、4月21日（日）箱崎睦会の

主催行事のひとつ「スポーツ（フッ

トサル）＆BBQ大会」が有馬小学校

体育館と箱崎公園にて開催されまし

た。午前中はスポーツで汗を流し、

午後は美味しいお肉、焼きそば、

ビール等で町会の皆様の交流を深め

るイベントです。（勿論午後のBBQ

大会からの参加もOKです。）

フットサルは三町会対抗のリーグ戦

です。

1. ラグビーで鍛えたパワープレイ

を信条とする岩田会長率いる北新堀

町会

2. 野球で鍛えた頭脳プレイを信条

とする宮田会長率いる箱二三町会

3. テニスで鍛えたシャープな動き

を信条とする大木副会長率いる箱四

町会

激しい戦いとなりました。

☆第一試合 箱四町会対北新堀町会

パワープレイを信条とする岩田軍

団率いる北新堀町会は、序盤からそ

のパワーをいかんなく発揮して箱四

町会を圧倒。ただ、後半戦からその

パワーがシャープな動きをする大木

副会長に抑えられましたが、タイム

アップとなり試合終了。結果は箱四

町会の勝利。
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8月10日（土）午前 子供神輿＋山車町内渡御
消防団放水体験

8月10日（土）午後
新川越二町会神輿宮入

8月11日（日）午前 子供神輿連合渡御
富岡八幡宮前

永代通りにて

砂払い

8月11日（日）午後
箱崎宵の縁日

フリースローと
スーパーボールすくい

みんな大興奮の
ビンゴゲーム

事前に揚げた大型の鯉のぼりと
子供たちが描いた手作り鯉のぼり

青いTシャツの人達 大江戸助六太鼓演舞 納涼盆踊り大会

手作り鯉のぼり

手作り鯉のぼりのイベント運営に

参加するようになって8年程になり

ますが、毎年設営作業中、イベント

中にハプニングがあります。

例えば雨天時、雨に濡れた重たい

鯉のぼりをロープに取り付けて引き

上げる作業は危険でとても過酷です。

強風時の作業も然り…。ビルの屋上

まで階段での上り下りも年々辛くな

り…。

そんな苦労をして設営した鯉のぼ

りもイベント当日まで無事でいてく

れることもあまりなくて、風で木の

枝に絡まったり、外れて飛ばされて

しまったりと、いろいろな事が起こ

ります。

そんな苦労が報われるのはイベン

ト当日に子供たちが楽しそうに描く

鯉のぼりを見た時です。イベント中

に大雨に遭うこともあったりして大

変だけど、イベントに参加する側

だった娘も運営の手伝いをするよう

になってくれたり、家族で関われる

喜びもあります。

☆ イベント部員募集中！ ☆

イベント部 白石政博
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オリンピック壮行会

一番左は竹田宮様
右から三番目が五味選手

箱崎公園の公衆トイレ 箱崎新聞1月号でお知らせした
2Fは防災倉庫として使用 「箱崎北新堀通り」
工事期間中は使用できないので注意 中央区道路愛称の銘板が立ちました

五味芳保さん
ご自宅のある

マンションにて

～～～ 区議便り ～～～

〇箱崎公園の公衆トイレ改築

昭和38年に設置、平成4年に改修された箱崎公園の公衆トイレが本年度改

築される予定です。防災倉庫としても利用されているため倉庫利用者の

方々に対して説明が行われておりますが、凡そ30年振りのリニューアルで

す。

防災倉庫は現在の２階での利用から地階での利用に変更となり、年度内

（2025年3月迄）に完成予定とのことです。その間、利用休止、公園内への

仮設倉庫の設置などご不便をおかけすると思いますが少しでも使い勝手が

よくなる改築となるよう地域の皆様のご意見を区政に届けていきたいと考

えております。

〇隅田川大橋下のストックヤード

隅田川大橋下のストックヤードについて2023年9月号の箱崎新聞で①古く

なったフェンスの更新、②掃除用具入れ、③集積BOX・段ボール置き場の狭

さ解消、④照明の増設・カメラの設置、⑤古くなっている表示物の更新の5

点についてご意見を伺っていることをご報告しました。

今般、町会の皆様の取り組みにより、中央区清掃事務所の協力も得なが

ら、④照明の増設・カメラの設置以外の項目について、状態が改善されま

した。今回の取り組みを通じて新たに「フェンス前のガードレールや隣接

エリアの環境改善」のご意見・ご要望を伺いましたので、引き続き環境改

善の取り組みを続けていきたいと考えております。

この他、箱崎湊橋通りの交通安全対策、日本橋道路事務所の資材置き場

についてのご意見なども伺っております。引き続き地域の皆様からのご意

見・ご要望をお待ちしております。お気軽にご連絡頂けますと幸いです。

中央区議会議員 かみや俊宏

箱崎町の人物紹介

箱崎町にお住まいの著名な方を紹

介するこのコーナー、久々に登場で

す。フランスのパリでオリンピッ

ク・パラリンピックが開かれる今年、

箱崎町在住の元オリンピック選手を

紹介します。スピードスケート男子

の元日本代表選手の五味芳保さんで

す。

五味さんは1933年（昭和8年）長

野県茅野市の生まれで、ご実家は寒

天栽培の農家。幼い頃は田んぼに

張った氷の上を、下駄を履いて滑っ

ていたとのこと。お父様にスケート

シューズを買ってもらってからは次

第にその頭角を現し、中学・高校時

代は諏訪湖で行われた競技大会に出

場すれば負け知らず。厚さ40～50cm

の氷が張っていたそうで、諏訪湖が

凍結した・しなかったの話題を見聞

きする現在とは気温の差を感じます。

早稲田大学へ進学し、日本選手権に

は2回出場。

大学卒業後は共同通信社へ入社し、

スポーツ記者として活躍。色々なス

ポーツ選手と友達になり、特にボク

シングのファイティング原田選手と

の交友が深いそうです。昭和40年頃、

就職を機に通勤に便利だった箱崎町

へ転居。箱崎町の町会の皆さんや、

マンションの管理人さんにはとても

良くしてもらっています、と笑顔で

取材に応じていただきました。

箱崎新聞編集部 会田 潔

オスロ大会では5,000mと10,000m

の競技に出場し、10位と14位の成績

でした。海外へ気軽に五輪観戦など

行かれなかった時代、軍用機に乗り

合わせたノルウェーの兵士たちが日

本人選手へ声援を送りに競技会場ま

で駆けつけてくれたことは、とても

励みになったそうです。4年後のイ

タリア・コルティナ大会にも出場。

「ひとつの事に集中して取り組む事

が出来て良かった。」と振り返って

おられました。

1952年（昭和27年）2月、北欧ノ

ルウェーのオスロで行われた冬季

オリンピックは、第二次世界大戦

後の日本が参加を許可された初の

大会でした。スケートとスキー選

手と役員を合わせて18人の選手団

でした。ジェット旅客機が無かっ

た時代、ノルウェーまでは軍用機

に乗っての旅。給油のために2時間

毎に離発着を繰り返したそうで、

羽田からなんと4日間もかかりまし

た。現在では旅客機に乗れば15～

16時間程度（乗り換えあり）で行

かれます。
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表彰式を終えて
笑顔の皆さん

成績表

編集後記

例年より少し遅くなりましたが、箱

崎新聞2024年9月号をお届けします。

連日連夜の猛暑日と熱帯夜、南海ト

ラフ地震臨時情報の発令、迷走しな

がら強風と豪雨をもたらした台風10

号。今年の夏は色々ありました。

◇

この夏の話題と言えば、7月に発行

された新10,000円札、新5,000円札、

新1,000円札はもうご覧になったで

しょうか？ 最近はキャッシュレス

決済を利用する事が増えて、現金を

使う事が少なくなりました。私の財

布は旧紙幣の比率が高く、9月に

入ってからやっと渋沢栄一さんのお

姿を目にする事が出来ました。

◇

新紙幣の話題に隠れて、忘れ去られ

そうなのが2,000円札です。まだお

手元にありますか？ 2000年（平成

12年）に発行された2,000円札の表

面には沖縄・首里城の城門のひとつ

である守礼門が描かれているのは記

憶にあると思います。そんな理由か

ら沖縄県では多くの2,000円札が流

通しているそうですが、ではその

2,000円札の裏面には何が描かれて

いるでしょう？

◇

源氏物語絵巻と紫式部日記絵巻

◇

今年のNHK大河ドラマ「光る君へ」

の主人公が2,000円札に描かれてい

るのです。ちょっとした発見でした。

源氏物語の一節が書かれているので

すが「すずむし」と読める程度で、

あとは達筆すぎて読めませんでした。

祝 三連覇

可搬ポンプ操法審査会

去る6月30日（日）日本橋消防団

令和6年度可搬ポンプ操法審査会が

浜町グランドで行われました。第三

分団はご存知の方も多いと思います

が、昨年、一昨年と連覇していて、

今年は三連覇をかけての大会でした。

選手は指揮者 大谷部長の下、1番

員筒先 森口副分団長、2番員伝令

村山班長、3番員鳶口 山崎団員、4

番員ポンプ操作 泊班長、補助者本

山団員というメンバーでした。

分団員数14～15名の中から選手と

補助者の6名を選ぶと大体毎年同じ

顔ぶれになってしまいます。第三分

団はモチベーションリーダーでもあ

る大谷部長の声がけで2月頃から自

主練と称し規律、節度、体力作りな

どを心がけていましたし、4月から

は週3回に訓練日を設定して大会の

準備をしてきました。特に今年は訓

練の準備運動で町会の方数名と一緒

に体操をしたり、ストレッチをした

り軽いジョギングなど、今までにな

い楽しい一面がありました。今もそ

の流れは火曜金曜の夜に続いている

ようです。交通整理には今年も町会

の方々にお世話になり、おかげさま

で無事に事故なく訓練ができ、大変

感謝いたします。

ところで、夜の訓練では「囁き操

法」と呼んで、声を出さない操法を

していました。もちろん、近隣から

クレームが来ないようにです。大声

は禁物です。その効果があって昨年

は沢山あったクレームも今年はほと

んどありませんでした。その代わり

日曜日の朝の訓練ではしっかり声を

出させていただきました。

さて本番当日、前もって抽選で出

場順が決められていて、第三分団は

最後7番目の操法でした。1番目は優

勝を目指す第五分団。訓練回数では

負けていないはずですが、どのよう

な操法をするのか気になります。た

だそれは選手以外の外野からの目。

選手はいつも通りの操法に徹して動

けば結果はついてくると信じます。

普段通りの操法をやって、と激励し

ました。第五分団の操法はかなりの

仕上がり具合で好タイム。第三分団

の選手はというと誰もその操法を見

ていない様でした。私が他分団の操

法を見る限り第三分団が普段通りの

操法をやれば、第五分団との優勝争

いになるだろうな、と思いました。

そして結果は、行動減点、タイム

減点合わせて第五分団と20点差で優

勝できました。本部テントやその横

で大きな声で声援をしてくれた町会

関係者、ご家族、他消防団の方々、

その他応援の多さもピカ一でした。

来年は四連覇を目指し、また来年10

月には東京都大会があるのでそのメ

ンバーに何人かは選ばれるはずです。

第三分団の益々の活躍を大いに期待

したいと思います。

日本橋消防団 副団長 小笠原宣夫


